

























































































































1-元暁一『法華宗要」6， 「起信論別記」 5，典拠不明2，「二障義」又は『起信論疏」 l



































































1-円測一不明2(恵沼『成唯識論了義燈』のく明2 （ 「 唯識論了義燈』の孫引き）









































6－玄隆一 「玄隆章」 14、 （名及び意6)













































7－智仁一 （名及び書名2 （｢四分律六巻抄記』 「大紗記十巻新羅智仁述｣）
⑮「華厳經探玄記洞幽紗」
l-円測一「解深密経疏」 l、 （書名1 (『西明唯識疏｣))





















3－元暁一「二障義」 12(智慢「起信唯識同異章」からの孫引きl)、「起信論疏』 l、 「起信
論別記」 l、｢法華宗要」l、散逸「宝性論料簡」 1，散逸『勝鍾経疏」 l、散逸「拐































2－遁倫一 「玲伽論記」 12， （名及び意6）































2－元暁一 「二障義」 3、散逸部分「本業経疏」 2、 『金剛三昧経論」 2、 「起信論疏」
逸『携伽経疏」 l、散逸「勝霊経疏」 1、典拠不明2、（意及び書名6)、
























9－遁倫一「玲伽論記」 2， （書名1 (『瑞伽論記｣）及び意2)
















散逸「宝性論料簡」 l、散逸『梵網経疏」 1，散逸『劫波章」 1，典拠不明2，（名
及び意4）
3－勝荘一典拠不明1
4－義寂一典拠不明1
鎌倉末までの日本華厳宗の朝鮮仏教認識 61
5－遁倫一「爺伽論記」 7
6－太賢一『梵網経古迩記」 5
7－見登一 「華厳一乗成仏妙義」 2
8－玄隆一 『玄隆章」 1
9－崔致遠一 （名及び書名1 (｢賢首伝｣）
10-諦観-(名及び書名1(｢四教儀｣))
11-その他一『海東記」7
18朗遊
①『華厳香水源記』
1-元暁-(名及び意3)、（名及び書名2 (｢十門和評論l、『起信論疏」 l))
2－順慢一 （名及び言及l)
19霊波
①「華厳五教章見聞紗」
1－元暁一散逸「宝性論料簡」 1 （湛容「華厳五教章纂釈」の孫引き)、散逸「拐伽経宗要』
1 (｢指事」の孫引き）
2－順僚一 （名及び伝2）
20失名
①『華厳宗所立五教十宗大意略抄』
1－元曉一 （名のみ1）
2－太賢一 （名のみ1 (大賢))
3－表員一 （名のみl)
4－見登一 （名のみ1)
以上の引用整理から明らかとなることは、鎌倉末までの朝鮮仏教認識で重要なのが寿霊、高
弁、順高、凝然、湛叡等の一部の諸師であること、全体的に朝鮮華厳関係章疏の引用が少ない
こと、朝鮮梵網経関係章疏の引用が多いこと等々であるが、この資料整理結果を用いての詳細
報告は後日発表することとしたい。
尚、本資料整理は平成22年度科学研究費補助金基盤研究(C)「日本仏教各宗の新羅・高麗
李朝仏教認識に関する研究」 （課題番号80250041)による研究成果の一部である。
キーワード 日本華厳宗日本華厳諸師章疏朝鮮章疏朝鮮仏教認識
